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日本共産党越谷市委員会は越谷市議会議員選挙の政策を発表しました

2023年春号

わたしも一緒にがんばります
党越谷市県政対策責任者／ばば ひろし(馬場 浩）
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次

【工藤しゅうじ（くどう秀次）プロフィール】
●越谷市大成町在住●1989年埼玉県三郷市
生33歳●三郷高校卒●埼玉土建一般労働組
合書記局員4年間勤務●25歳で越谷市議会
初当選●市議会議員2期8年間

２期目の４年間は
「市民のいのちとくらしを守る」を

合言葉に住民の要望実現のため活動してきました。
特にコロナ禍における対応では毎議会その対策を提案し続け、

また、保育所の大規模化問題についても保育の質低下を防ぐため
地域住民の皆さんと力を合わせて解決してきました。

今後も「市民のいのちとくらし守る」仕事をさせてください。
よろしくお願いします。ボランティア募集中です◎お気軽にご連絡ください

市民の願いをしっかりうけとめ、全力でとりくみます

コロナ対策をさらに拡充
●検査体制のさらなる充実 ●保健所・市立病院の体制強化
●市内医療機関への支援 ●5類への引き下げに反対

誰もが安心して出歩ける公共交通を
●既存路線の維持・拡充や休止路線の復活 ●コミュニティバスの創設
●シルバーパスの導入 ●東武線の北越谷以北の高架化

3つのゼロで子育てを応援
●子ども医療費は18才まで「ゼロ」（現在15才まで）
●学校給食費を段階的に「ゼロ」 ●国民健康保険税の子どもの均等割を「ゼロ」

物価高騰からくらしを守り支える
●すべての労働者の賃上げ・消費税減税・中小業者支援をセットで家計と営業をあたためる
●ひとり親家庭・高齢者など生活困窮者への光熱水費の補助

●平和を守り憲法改悪ストップ
大軍拡と大増税にはきっぱり反対、市の平和事業の拡充、ジェンダー平等の推進

●地域経済の活性化と自然エネルギーの推進
インボイス中止、公契約条例の拡充・活用をすすめ地域の賃金・単価の水準を引き上げる
商店街の活性化、農産物やエネルギーの地産地消

●子ども・学習環境の改善
少人数学級推進、教員確保・教員の働き方改善、保育所・学童保育室の充実・待機児童解消、市内図書館の充実

●福祉・医療の充実
国民健康保険税と窓口負担、介護保険料と利用料などを軽減、特養ホームの増設、障がい児・者の社会参加



市民のいのちとくらしを大切にする越谷市政に

みなさんとご一緒に実現しました 住民が主人公のまちづくりに奔走

新型コロナ対策が前進
毎議会取り上げ続け、
保健所体制や検査を
拡充し、救急車増車へ

▼越谷市消防局の救急車

防災・減災対策が充実
●まるごとまちごとハザードマップ（電柱に赤や
青のラインで水害表示）を実現

●避難所となる体育館のエアコン設置が予算化

街中の水害表示

住宅・店舗改修促進補助金
（住宅リフォーム助成制度）を実現

地域経済の活性化に貢
献、大好評で毎年予算
額の2倍以上の申し込
みがあり追加募集も

▼

リフォーム現場
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２０２２年度から地元小学校の
「おやじの会」会長に

住民からの要望を行政と改善へ
原発反対・消費税廃止などの国政問題を
地域から声を上げる先頭に

地元大相模分団に所属し、
地域の安心・安全を守っています

子どもたちの学習環境の
改善を求める
●過大規模で子どもたちに悪影響がある小中
一貫校・3学園構想は見直しを求め、レイクタウ
ン地域に新たな学校設置を一貫して要望

●少人数学級が前進

●教職員の働き方改善のため、未配置・未補充
の解消や定数の大幅見直し、市単独の教職員採
用などを提案

3学園構想について市長・教育長に申し入れ

補聴器の購入補助が実施の方向へ

ビーチボールの大会に
地元自治会で出場

大規模保育所の弊害を軽減
中央・大沢第一保育所が緑の森公園保育所に統
廃合されるにあたり、大規模保育所の弊害を軽
減するため、園庭の拡張や避難経路の充実など
を実現

園庭が大幅拡張
（市資料をもとに作成）

改善後の園庭部分完成予想図

初期計画案

伊藤岳参議院議員、塩川鉄也衆議院議員と大成町自治会連合会の土木陳情に参加

地域の要望は市長へ、国政の要望は党国会議員へ


